
テーマ：みんなで考えるこれからの学校安全“ひやり，ハッとから学ぶ” 

  

主 催 ：日本安全教育学会 

主 管 ：日本安全教育学会広島実行委員会 

後 援 ：広島県教育委員会，広島市教育委員会，広島県医師会，一般社団法人広島市医師会， 

広島県歯科医師会，一般社団法人広島市歯科医師会，独立行政法人日本スポーツ振興センター 

広島市小学校長会，広島市公立中学校長会（申請中）  

日 時 ：令和４年 1 月 2２日（土） 9：３０～16：４０  

   場 所 ：オンライン開催 Ｚｏｏｍを用いたインターネット同時配信による、講演・体験交流・質疑応答・協議 

※ Ｚｏｏｍの無料アプリを事前にダウンロードしておきましょう。

対象者：校長，教頭，保健主事，養護教諭，教諭等  参加者は、１５0 名とさせていただきます。 

＜当日の日程＞   《Open9:00－Close17:00》 ＊Zoomによる同時配信 
・・・午前の部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

☆ 開会行事   9：30～ 9：50    広島実行委員会委員長 新沼正子 

日本安全教育学会理事長     戸田芳雄

☆ 講  演 9：50～11：40    大阪教育大学 教授      藤田大輔

演題  「学校安全の推進を目指して －附属池田小学校事件から 20 年を経て－ 」 

☆ 説  明 11：40～12：00
独立行政法人日本スポーツ振興センター学校安全部 広島業務推進課  課長補佐 土居芳代

説明 「学校での事故を防ぐために－学校管理下での傷病として判断に迷うもの－」

・・・午後の部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
☆体験交流１  13：00～14:10 グループ協議（話し合いの中から問題を発見しよう。）

☆体験交流２  14：10～15：10 グループ協議（問題解決のための手立てを考えよう。）

☆ 体験交流３  15：10～16：30 グループ発表・総評

助言者 戸田芳雄，三木とみ子，伊藤武彦，大沼久美子他

☆ 閉会行事  16：30～16：40   第 15 回広島実行委員会委員長    山村 保古 

☆ 参 加 費  一般 2,０00 円，学生 1,０00 円（資料を含む） 

※追加資料を希望される人は、一部 500 円（送料込み）です。

※ 参加は、メールでお申込みいただくとともに、下記に代金を振り込んでください。

12 月 6 日（月）までにお申し込み及び振込みをいただいた方は、期日に間に合うように資料を郵送しま

す。   

郵便局【払込取扱票】 振替口座：01310—５—７９２２８ 加入者名：日本安全教育学会広島 

☆ 参加申込最終期限  令和 3 年 12 月 20 日（月）まで *資料送付が間に合わないことをご承知くださ

い。

※ 参加申込 http://bit.ly/3iMo0Fp

右の QR コードからもアクセス可能です。 

聞いてみんさい！ 

第 1６回 

ひやりとしたり，ハッとしたりした体験はどこの学校にもあると思います。 

「この対応でよかったのだろうか」「課題をどう解決したらよいのだろうか」 

など，一人で考えたことをみんなで共有しませんか。 

とにかく来てみんさ

悩んでないでしゃべっ

てみんさい！！ 



※「申込書」を参考に事務局あてに電子メールでのお申し込みも可能です。 

☆ お問い合わせ 事務局：県立広島大学 保健福祉学部 看護学科 沖西紀代子 

            〒723-0053 三原市学園町１－１ TEL0848-60-1269/FAX 0848-60-1120  

                             Mail ：h-jase@pu-hiroshima.ac.jp           

《プロフィール》 

日本安全教育学会理事長  

明 海 大 学  客員教授 

戸田 芳雄先生 

山形県上山市出身。山形県公立学校教員(15 年間)、山形県教育庁体育保健課指導主事、上
山市学校教育課長を経て、文部科学省(旧文部省)教科調査官、体育官、国立淡路青少年交
流の家所長、浜松大学教授、東京女子体育大学教授。専門は、学校保健、学校安全・危機
管理、保健体育科教育。現在、「防災教育と災害伝承の日」制定呼びかけ人共同代表、日
本スポーツ振興センタースポーツ事故対策協議会委員長などご活躍中。 

大阪教育大学 教授 
元附属池田小学校長 

藤田 大輔先生 

神戸大学教育学部講師、神戸大学発達科学部助教授を経て、平成 16 年から大阪教育大学
教授。また平成 19 年から 4 年間、大阪教育大学附属池田小学校長を併任。平成 24 年か
ら学校危機メンタルサポートセンター長及び令和 2 年のセンター改組後も引き続き学校安
全推進センター長と、平成 26 年からは学長補佐（学校安全担当）も併任。また平成 26
年にセーフティプロモーションスクール（SPS）の認証制度を創設され、その制度の国内
外での普及に取り組まれている。現在、中央教育審議会学校安全部会委員、日本セ－フテ
ィプロモーション学会副理事長、日本安全教育学会常任理事として幅広くご活躍中。 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・切り取り線 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 “第 1６回 教育と安全フォーラム in ひろしま”申込書 

名前  職名  

学校名または所属名  

（必須）資料の送付先 
〒       

連絡先（TEL）  
（必須）メールアドレス  

・一般参加(2,000円)・学生参加(1,000円)・追加資料(500円×  冊) 振込金額：         円 
 
  ＊上記枠内に、必要事項を記入(＊メールアドレス)又は、該当に〇印をつけてください。 
 

１ コロナ禍で“ひやり、ハッと”したことから，危機管理能力向上を意識した事例があれば記入してくださ
い。※ 資料として配布しますので，事例が特定されないよう注意してご記入ください。 
                                                                                              
   
 
                                                                                                                     

                                                    
    

 
２ 藤田大輔先生のご講演で，お聞きしたいことを記入してください。 
                                                    
                                                        

                                                                                             
 
 
                                                

   
３ 日本スポーツ振興センターの説明で，質問などがあれば記入してください。 
                                                                                                  
                                                    
                                                                                               
 
                                                          
 
４ 日本安全教育学会への所属の有無 (いずれかに〇をつけてください)  ・ 会員    ・ 非会員   
５ 教育と安全フォ－ラムへの参加は何回目ですか                ・ 初めて     ・（   ）回目 


